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アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）
　本学は、未来志向の「実学教育と人格の陶冶」を建学の精神とし、「人に愛される人、信頼される人、尊敬さ
れる人の育成」を教育の目的として掲げてきました。この「建学の精神」と「教育の目的」は、知識基盤社会へ
転換しようとする 21 世紀の日本において、いっそう必要とされる理念であると自負します。
　本学が、総合大学として各学部の特色を生かしながら、共に手を携えて目指そうとしているのは、「実学教育」
と「人格の陶冶」の融合です。真の「実学」とは、必ずしも直接的な有用性を志向するだけではなく、その事柄
の意味を学び取ることを含みます。現実に立脚しつつも、歴史的展望をもち、地に足をつけて、しなやかな批判
精神やチャレンジ精神を発揮できる、創造性豊かな人格の陶冶を志向するものです。「自主独往の気概に満ち」、
生涯にわたって自己の向上に励み、社会を支える高い志をもつことが「人に愛され、信頼され、尊敬される」こ
とにつながります。このような学生を社会に送り出すことが、これからの時代に、本学が目指す社会的使命であ
ります。
　近畿大学のアドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）は、上述の教育方針に基づいており、本学の

「建学の精神」と「教育の目的」に共感する入学者を国内外から広く受入れます。
　１ 本学が求める基礎学力と倫理観を備える人。
　２ 謙虚に学ぶ姿勢を有するとともに、自ら課題を発見し解決していく意欲にあふれる人。
　３ 「人に愛され、信頼され、尊敬される」前に、まず人を愛し、信頼し、尊敬することのできる人。
　４ 社会のニーズに対応できる実学や教養及び国際性を身につけたい人。
　５ 自分の得意分野を伸ばし、社会に貢献したいと考える人
を学生として受入れることを目指し、多様な選抜制度を用意しています。

法　 学 　部

　法学部は、近畿大学建学の精神に則り、法学部の教育目的を実現するため、その教育方針に則って法学部の授
業を学び、法治社会の構成員である主体的・自律的に振る舞うことのできる市民に成長して卒業していく学生を
志すにふさわしいものとして、以下に掲げる法学部での履修に必要な基礎学力を有する入学生を求めています。

　1.　社会の成り立ちと仕組みについて関心・知識を持ち、客観的に考察する意欲のある人。
　2.　社会の課題を客観的に考え、解決の道筋を探る意欲のある人。
　3.　ものごとを論理的に考えることのできる人。
　4.　規律を理解しこれに従って行動することのできる人。
　5.　自然現象や環境について広く関心・知識を持つ人。
　6.　社会の中で他者を思いやり、共に成長する意欲のある人。
　7.　国際社会の一員として他国の文化を知り、その人々と交流する意欲のある人。

　このような人材として、法学部に入学するまでに、次の教科・科目の内容の理解や素養・知識を有しているこ
とが望まれます。

高等学校主要教科：社会を形成する市民として求められる教養
地歴・公民：1.　社会の成り立ち、仕組みや課題についての客観的・批判的な考察力
　　　　　　2.　公平・正義といった社会の指導的理念に基づいた論理的な思考力
　　　　　　3.　社会にある規律の理解と遵守
数学・理科：自然現象・環境についての客観的な観察ならびに論理的な思考力
国　語：同じく社会に生きる他者への配慮と意思の疎通
英　語：外国の人々・文化・社会に対する関心と交流

　法学部の入学選考では、多元的な評価尺度による入学試験を行ない、冒頭に述べた法学部での履修に必要な基
礎学力を具えた多様な人材を受け入れることを目指しています。

　1�.　大学入学共通テストを利用する入学選考においては高等学校主要教科を重視し、公募制推薦入試においては
数学、国語、英語、一般入試においては地歴・公民、数学、国語、英語に関する理解・知識等を測っています。

　2�.　指定校推薦、附属特別推薦やスポーツ推薦等の特別入試では、小論文や口頭試問等により上記の基礎学力
を測っています。
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経  済  学  部

　経済学部は、近畿大学建学の精神に則り、高度な分析力を有し、人間が生きる上での基本となる経済活動と、
そこから派生する様々な社会経済現象を通底する論理を的確に読み解き、現代社会を生き抜く力を持った人材を
育成します。このために、次のような入学者を受入れます。

　１．人間・社会・経済に対する強い関心を持つ人。
　２．日本語・外国語の読解力や論理的思考能力を中心とした基礎学力を有する人。

　また、経済学部に入学するまでに、次のようなことを身につけていることが望まれます。
国　　　語：日本語の基礎的な読解力、表現力、論理的な思考力
外　国　語：外国語文献の読解力、異文化への理解
数　　　学：論理的な思考力、数的な処理能力
理　　　科：科学的な物の見方、社会を支える科学技術への関心
地歴・公民：歴史の大きな流れの理解、社会の基本的仕組みの理解

理  工  学  部

　理工学部は、近畿大学建学の精神に則り、実学教育のもとに社会で求められる創造性豊かな人材を育成しま
す。このため学部教育での到達目標として、ディプロマ・ポリシーを達成するためのカリキュラムを提供し、国
際化に対応できる学問的素養、的確な判断力、社会をリードできる能力の伸長を重視します。従って、各学科へ
の適性を兼ね備えた基礎学力を持つ人材はもちろんのこと、基礎学力のみにとらわれず社会のニーズ変化に即し
た多種多様な能力を持つ人材も併せて受け入れます。具体的には、カリキュラム・ポリシーに従った教育課程に
従って学修に励み、ディプロマ・ポリシーを達成できることが期待される、次のような資質を持つ人材を受け入
れます。

　1．理工学部での履修に必要な基礎学力、思考力および表現力を有し、学修の遂行に意欲を持つ人。
　2．社会への貢献、公共の福祉を理解し、これらを尊重することのできる倫理観を持つ人。
　3．知的好奇心があり、自然科学及び科学技術に対して強い関心を有する人。
　4．将来の目標を定め、目的意識と主体性を持ち、多様な人々と協働して学修に取り組むことができる人。

　本学部の入学試験では上記の人材を選抜するために、一般選抜における専門科目に関する学力試験、推薦選抜
における口頭試問など多様な評価を複数の入学試験で適切な時期に行うとともに、高校時の学業成績なども踏ま
え多元的な尺度で評価し、受験生が各自の適性に応じて適切な入学試験を選択できる機会を充分に提供していま
す。また、理工学部に入学するまでに、次のようなことを身につけていることが望まれます。数学・理科につい
ては各学科コースのアドミッション・ポリシーをご参照ください。
国　語：日本語の読解力、表現力、論理的な思考力
外国語：英語文章の大意を汲み取り、表現できる能力、平易な英語を聞きとる能力
数　学：数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学 A・数学 B のうち、当学部各学科・コースでの学習に必要な内容の基
礎知識、計算能力および論理的思考力
理　科：物理、化学、生物のうち、当学部各学科・コースの学習に関連する分野の基礎的知識、実験に基づく考
察力および計算力
地歴・公民：社会の仕組みと変化する社会情勢に対応していくための基礎知識および社会的素養
特別活動：自主的、協調的な態度と社会への貢献および公共の福祉と倫理観に関する基本的理解

建  築  学  部

　建築学部は、近畿大学建学の精神に則り、従来の「つくる」ことを主たる目的とした建築学に加え、「守り・
育てる」建築学を学ぶ場を提供し、実学教育によって、現代社会の課題を読み解き、その課題解決に貢献する新
しい建築を創造する人材を育成します。このために、次のような人材を受け入れます。

　1�．建築関連分野に対して幅広い興味・関心を持つ人
　2�．建築学の修得に必要な基礎学力を修得している人
　3�．社会における互いの多様な価値観を理解し、これらを尊重することのできる倫理観を持つ人
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　4�．地域環境・地球環境との共生の大切さを理解し、社会に貢献できる新たな技術を創造しようとするチャレ
ンジ精神を持つ人

国　語：基礎的な日本語の読解力、表現力、論理的な思考力
外国語：目的に応じて情報を得ることができ、考えを正確に理解し、表現できる能力
数　学：事象を数理的に考察し表現できる能力
理　科：自然現象に対する科学的な思考・判断をするための基礎的知識
地歴・公民：変化する社会情勢に対応していくための歴史・風土・政治・経済に関する基礎的知識
特別活動：自主的、協調的態度と奉仕の心

　近畿大学建築学部の入学試験では上記の人材を多元的な評価尺度で選抜するために、理系・文系を問わず受験
可能な科目選択の方式を採用します。
　また、高等教育レベルでの基礎学力に加え、建築に対する意欲・能力を評価することを目的として推薦入試を
実施します。

文  芸  学  部

　文芸学部は、近畿大学の「建学の精神」、「教育の目的」に則り、それにふさわしい人材を育成するため、以下
のような意欲と能力を持つ人を入学者として受入れます。選抜の方法は、学科専攻のアドミッション・ポリシー
に則り、筆記試験と実技試験、口頭試問等によって、文芸学部で学ぶ意欲と能力を判定します。
文芸学部では、文学、歴史、文化、思想、芸術、コミュニケーションの知識や技能を身につけ、社会に対し創造
的な貢献のできる人を育成します。

　1�．文学、歴史、文化、思想、芸術、コミュニケーション等、人間の人文学的・精神科学的領域の探求に意欲
を持つばかりでなく、広く自然科学の領域にも関心を持つ人。

　2．知識や技能を修得する能力だけではなく、新しい創造と発見に向けて自らを琢磨する意欲を持つ人。
　3�．社会の中の一員としての責任を自覚し、公共的コミュニケーションを保ちつつ社会に寄与する人格の形成

を目標とする人。

　また、文芸学部に入学するまでに、以下のような科目を履修し、それぞれについて教科書に基づく知識を修得
していることが望まれます。
国　語：日本語の読解力・表現力・論理的思考力、古文の基礎的能力
地歴・公民：日本史、世界史、地理、政治・経済の基礎的知識
数　学：数学Ⅰの基礎的能力
芸　術：音楽・美術・工芸・書道のいずれかを修得
外国語：英語のコミュニケーション・読解・表現についての基礎的能力
情　報：パソコン基本ソフトの活用力

総合社会学部

　ディプロマ・ポリシーに示したような人材の育成を目標として、総合社会学部では、次のような入学者を受入
れます。

　1�．大学での学びに展開できる確かな基礎学力を持った人。
　2�．様々な社会問題や人間行動に関心を持っている人。
　3�．新たな社会のあり方について関心のある人。
　4�．自律的に課題を見出し、論理的・科学的に考えるための素地がある人。

　なお、高校までの科目履修等によって以下のような能力を身につけていることが望まれます。
国　語：論理的・構造的に思考するための読解力・表現力が身についている
地歴・公民：日本及び世界の情勢や地域特性について総合的に理解している
数　学：データ等を用いて論理的・客観的に思考できる基礎的素養が身についている
外国語：基礎的な技能（読解能力、作文能力と会話能力）と語彙力が身についている
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国  際  学  部

　国際学部は、近畿大学の建学の精神に則り、グローバル化というかつてないほど大きな社会の転換期を生き抜
き、自主性と協調性を持って行動できる「国際教養人」を育成します。このため、次のような入学者を受け入れ
ます。

　1．国際学部で学べる確かな基礎学力を持った人
　2．基礎的な語学力とコミュニケーション能力を持った人
　3．異文化社会や多様な価値観を理解できる柔軟な思考力と創造力を身につけたい人
　4．激動する国際社会に必要な語学力や知識を身につけるために、強い意志を持って学修に取り組める人
　5．国際感覚を身につけ、社会的課題の解決に貢献したい人

　また、高校までの履修科目等によって、以下のような能力を身につけていることが望まれます。

国　語：日本語の読解、表現、論理的思考における基礎的な力
地歴・公民：変動する社会に対応できる社会的基礎知識
外国語：文法知識、コミュニケーション、読解力および作文における基礎的な力
数　学：論理的思考力、数的処理能力

情  報  学  部

　情報学部では、国際的に通用する高度な学問的素養を持ち、豊かな社会の実現に貢献し、社会的責任を有する
自立した技術者の育成を目指しています。このため学部教育での到達目標として、ディプロマ・ポリシーを達成
できるようなカリキュラムを提供しており、情報学への適性を兼ね備えた基礎学力を持つ人物はもちろんのこ
と、基礎学力のみにとらわれず社会のニーズ変化に即した多種多様な能力を持つ人物も併せて受け入れます。具
体的には、カリキュラム・ポリシーに従った教育課程に十分従事でき､ ディプロマ・ポリシーを達成できること
が期待される、下記のような人物が入学することを期待しています。

　1. 技術と人間、社会、文化の関わりについての基礎的な洞察力を持つ人。
　2. 技術者の社会的責任について理解し、それを誠実に遂行しようとする倫理観を持つ人。
　3. 知的好奇心があり、情報技術をベースとする工業製品あるいは社会システムへの応用に強い関心を持つ人。

　また、情報学部に入学するまでに、次のような教科の内容を理解し、それらに即した記載の能力を持っている
ことが望まれます。

数　学：数学的公理や定理を活用した推論能力、論理的思考力
理　科：自然現象を数式や化学式でモデル化する能力
外国語：文法に則って英文の文意を正確に理解する能力
国　語：日本語の基礎的な読解力、及び論理的な記述力

農　学　部

　農学部では、近畿大学建学の精神に基づき、地球環境と生命現象に興味を持ち、暮らしに役立つ未来の技術を
開拓し、グローバルな視野を持って社会に貢献しようとする人材を育成します。そして、学部の教育理念「積極
的なチャレンジ精神を持ち、心豊かで社会に貢献できる人材を育成する」に基づき、社会的ニーズに対応した専
門的知識と技術を修得し、豊かな倫理性・人間性を兼ね備えた実践的な人材を育成します。
　このため、カリキュラム・ポリシーに示す教育プログラムを学修するために必要な適性を有する学生として、
次のような入学者を受け入れます。

　１．農学部での履修に必要な基礎学力を持ち、学修意欲の高い人。
　２．自然科学に対して強い知的関心を持つことのできる人。
　３．自分の行動に責任を持ち、福祉や科学倫理、科学技術への理解を深めることができる人。
　４．将来の目標を定め、目的意識を持って学修に取り組む人。

　また、農学部に入学するまでに次のような教科の内容を理解し、身につけていることが望まれます。
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国　語：読解力、表現力、作文力
外国語：英語の語彙力、基礎的な読解力、表現力、作文力
理　科：化学、生物、物理に関する基礎的な知識
数　学：基礎的な計算力と論理的な思考力
地理歴史：現代の社会を理解するために必要な知識と国際的な視野
情　　報：�情報技術を適切に活⽤してさまざまな情報を得るとともに、その情報の真偽を⾃分⾃⾝で判断できる

能⼒
特別活動：自主的、協調的な態度と奉仕の精神、社会情勢への関心と対応力

　農学部は、多様な学⽣の受け⼊れのため、推薦⼊試、⼀般⼊試、⼤学⼊学共通テスト利⽤⽅式、⼤学⼊学共通
テスト併⽤⽅式、外国⼈留学⽣⼊試、編⼊学試験の６つの⽅法で⼊学者の選抜を⾏います。推薦⼊試では、⼀般
公募推薦⼊試に加え、指定校推薦⼊試と専⾨⾼校・専⾨学科・総合学科等を対象とする推薦⼊試を実施しています。
　⼀般公募推薦⼊試以外の推薦⼊試、外国⼈留学⽣⼊試、編⼊学試験では、個別⾯接試験を課し、幅広い分野か
ら多様な能⼒を有した学⽣を求めます。
　⼀般公募推薦⼊試、⼀般⼊試、⼤学⼊学共通テスト併⽤⽅式では、近畿⼤学の個別学⼒試験を課しています。
また、⼤学⼊学共通テスト利⽤⽅式、⼤学院⼊学共通テスト併⽤⽅式では、⼤学⼊学共通テストを課しています。
これらの⼊試では、⾼い基礎学⼒を有した学⽣を求めます。

生物理工学部

　生物理工学部は、近畿大学建学の精神に則り、生命科学と理工学の学際的分野で、系統的な基礎科目の教育と
学科毎に高度な専門教育を実施して、社会に貢献できる多様性を持つ優れた人材を育成します。このために、次
のような入学者を広く受入れます。

　１．各学科での履修に必要な基礎学力を十分に有している人。
　２．自然科学と最先端の科学技術に広く関心を持つ人。
　３．将来の目標を定め、強い意志を持って勉学を志す人。
　４．能動的に学ぶ姿勢を有している人。
　５．幅広い視点から論理的に課題を解決していく意欲にあふれる人。
　６．高い倫理観を持って謙虚な姿勢で社会に貢献しようと志す人。
　７．他者との関わりを大切にし、コミュニケーション能力を高め、社会に飛躍しようとする人。

　また、生物理工学部に入学するまでに、各教科において高等学校卒業相当の学力を有するとともに、次のよう
なことを身につけていることが望まれます。

国　語：国語を適切に用いて自分の考えを的確に伝える能力と、文章を論理的に正しく読み解く能力
外国語：�英語を用いて情報や考えなどを理解し伝える基礎的な能力と、積極的にコミュニケーションを図る態

度・姿勢
数　学：�数学における基本的な概念や原理を理解し、数学的な見方や論理的な考え方を身につけて、積極的に活

用する能力
理　科：�自然に対する関心や探究心があり、観察や実験などを通じて、人間と自然のかかわりや生物とそれを取

り巻く環境について総合的に考察する能力
地歴・公民：�世界の生活・文化の歴史的・地域的特色について理解し、社会の一員として主体的に生きる自覚と

資質
情　報：情報に関する科学的な見方・考え方を有し、情報化の進む社会に積極的に参画することができる能力

工　学　部

　工学部では、近畿大学建学の精神に則り、持続可能な社会を築くための技術者・研究者として必要な高い人格
と倫理観（人間性）、専門能力（専門性）及び国際化時代を生き抜く力（国際性）を実学教育のもとに育成しま
す。このために、次のような人を求めています。

　1．工学部での学修に必要な基礎学力を有し、旺盛な学修意欲のある人。
　2．社会における互いの多様な価値観を理解し、これらを尊重することのできる倫理観のある人。
　3�．自然との共生の大切さを理解し、社会に貢献できる新たな技術を創造しようとするチャレンジ精神のある人。
　4．国際的な視点に立って行動しようとする意欲のある人。
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（入学者選抜の基本方針）
　工学部では、上記に示す人材を選抜するために、複数の受験機会と多様な入試制度を設けています。

　1�．推薦入試（一般公募）及び一般入試では、個別学力検査において、外国語、数学、国語、理科（物理、化
学、生物より１科目選択）、地理歴史（世界史、日本史、地理より 1 科目選択）により基礎学力を有してい
る人を選抜します。

　2�．大学入学共通テストを利用した共通テスト利用方式では、外国語、国語、数学、理科、地理歴史、公民、
情報により幅広い基礎学力を有している人を選抜します。また、大学入学共通テストと本学一般入試の成績
を組み合わせて判定する共通テスト併用方式も実施しています。

　3�．総合型選抜では、教科に関する学力テスト（筆記試験）に加え、口頭試問及び出願書類によって、多面的、
総合的な判定により、能力、適性、意欲を有している人を選抜します。

　4�．その他の推薦入試（学校推薦型選抜）では、口頭試問及び出願書類によって、総合的な判定により、能力、
適性、意欲を有している人を選抜します。

　5�．外国人留学生入試では、日本留学試験の活用と口頭試問及び出願書類によって、基礎学力と意欲を有して
いる人を選抜します。

　6�．編入学試験では外国語、数学の記述試験と口頭試問及び出願書類によって、基礎学力と意欲を有している
人を選抜します。

　また、工学部に入学するまでに、次のようなことを身につけていることが望まれます。

コミュニケーション：�入学者受入れの方針で求める意欲、行動力を発揮するために必要となる基本的なコミュニ
ケーション能力

国　語：基礎的な日本語の読解力、表現力、論理的な思考力
外国語：基礎的な語彙と構文を理解できる能力、考えを表現できる能力
数　学：�数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学Ａ、数学 B（数列）、数学 C（ベクトル、平面上の曲線と複素数平面）
理　科：「物理基礎・物理」、「化学基礎・化学」、「生物基礎・生物」
地理歴史：「歴史総合、世界史探究」、「歴史総合、日本史探究」、「地理総合、地理探究」
情　報：「情報Ⅰ」（情報の科学的な理解に裏打ちされた情報活用能力）

産業理工学部

　産業理工学部は、近畿大学建学の精神に則り、実学教育のもとに、理系 4 学科では技術に偏らずコミュニケー
ション能力を持ったフロンティア人材を育成し、経営ビジネス学科では専門的知識に基づいた分析により組織を
マネジメントしチームの潜在能力を高める能力を備えた人材を育成します。このために、次のような入学者を受
入れます。

　1.　自然科学や人文・社会科学の学修に必要な基礎知識、思考力、判断力、表現力を持っている人。
　2�.　新たなテクノロジーやイノベーション、世界の動向に強い関心があり、専門分野に偏ることなく広く学ぶ

意欲のある人。
　3.　これからの新しい社会を築く試みに主体性を持って取り組み、多様な人々と協働する姿勢を持っている人。
　4.　大学で学んだことを生かして、地域社会や国際社会に貢献したい人。
　5.　実学教育と文理協働の発想に基づく教育に共感する人。

（入学前に学習すべきこと）
　高等学校で学ぶ数学、国語、外国語はすべての分野に通じるので、十分な基礎学力を身に付けておいてくださ
い。理科、地理歴史・公民、情報については、専門分野と関係のある科目を中心に応用力も磨き、専門分野と直
接関係の無い科目についても多様性を広げ世界の動向を理解するのに役立つので興味を持って学習してくださ
い。また、思考力、判断力、表現力を身に付けるとともに、物事に対する探究心と主体的に問題を解明・解決す
る姿勢を養ってください。
　各教科では、とくに以下の能力を身に付けるように努めてください。

国　語：社会生活に必要な国語の特質を理解し適切に使う能力。
　　　　他者との間で的確に伝え合い、思考し想像する力。
　　　　我が国の言語文化の担い手としての自覚と、生涯にわたり国語能力の向上を図る態度。
外国語：�外国語を聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や

場面、状況などに応じて適切に活用できる技能。
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　　　　�日常的な話題や社会的な話題について、外国語で話し手や書き手の意図などを的確に理解し適切に表現
することができる能力。

　　　　�外国文化に対する理解を深め、相手に配慮しながら主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろ
うとする態度。

数　学：数学における基本的な概念や原理・法則を理解していること。
　　　　物事を論理的に考察し、その本質や他との関係を数学的に表現・処理する技能。
　　　　より具体的には、数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学 A・数学 B・数学 C で学ぶ基礎的な知識と計算力。
理　科：自然現象についての理解を深めるために必要な観察、実験などに関する技能。
　　　　見通しを持って観察や実験などを行い、科学的に探究する力。
　　　　自然の事物・現象に主体的に関わり、科学の法則・原理に照らし合わせて探究しようとする態度。
　　　　「物理基礎・物理」、「化学基礎・化学」、「生物基礎・生物」から 1 科目以上に関する基礎的な知識。
地歴・公民：�日本と世界の歴史、及び現代の倫理・政治・経済の仕組みを理解するとともに、資料から様々な情

報を適切かつ効果的に調べまとめる技能。
　　　　　　地理や歴史的出来事の意義、及び相互の関連を多面的に考察し、効果的に説明する力。
　　　　　　現代社会の問題について、多面的に考察し公正に判断する力や社会参画を視野に入れて議論する力。
　　　　　　�地理や歴史的問題に加え、現代の諸問題について、よりよい社会の実現を視野に入れて主体的に解

決しようとする態度。
情　報：�情報社会と人との関わりを理解し、情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する技能。
　 　 　 　 �様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効

果的に活用する力。
　 　 　 　 情報と情報技術を適切に活用し，情報社会に主体的に参画する態度。

（入学者選抜の基本方針）
　産業理工学部では、上記に示す人材を選抜するために、多様な入試制度を設けています。
　1�.　推薦入試（一般公募）では、個別学力検査において外国語、及び数学もしくは国語からの 1 教科（計

2 教科）選択により高等学校卒業レベルの基礎学力を評価し、加えて高等学校長が提出した推薦書等によ
り各専門分野の修学に必要な科目の履修修得状況と学習意欲等を評価します。なお、外国語力については
TOEFL Ⓡ や TOEIC Ⓡ 等の外部試験の受験成績で評価することも可能です。

　2�.　一般入試では、個別学力検査において外国語、数学①または数学②もしくは国語からの 1 教科選択、及
び理科（物理基礎・物理、化学基礎・化学、生物基礎・生物）もしくは地理歴史（世界史探究、日本史探究、
地理探究）からの 1 科目（計 3 教科 3 科目）選択により高等学校卒業レベルの基礎学力を評価します。

　3�.　共通テスト利用方式（大学入学共通テスト利用）入試では、外国語５科目（英語、ドイツ語、フランス
語、中国語、韓国語）、国語、数学３科目（数学Ⅰ、数学Ⅰ・数学 A、数学Ⅱ・数学 B・数学 C）、理科４科
目（物理、化学、生物、地学）、地理歴史３科目（歴史総合・世界史探究、歴史総合・日本史探究、地理総
合・地理探究）、公民３科目（公共・倫理、公共・政治・経済、地理総合・歴史総合・公共）、情報からの 3
教科 3 科目選択又は 5 教科 5 科目選択を基本として課すことにより高等学校卒業レベルの基礎学力を評価
します。

　　※�共通テスト利用方式には前期、中期、及び後期の 3 方式があり、また共通テストと本学一般入試から各
2 科目の成績を選択し評価する共通テスト併用方式による判定も行っています。

　4�.　総合型選抜では、数学もしくは英語（経営ビジネス学科）に関する筆記試験により高等学校卒業レベルの
基礎学力を評価し、出願書類（調査書・自己紹介書・プレゼンテーションシート）、及び口頭試問もしくは
課題に対するプレゼンテーション（建築・デザイン学科、経営ビジネス学科）により各専門分野を学ぶ意欲
と思考力、判断力、表現力を評価します。

　5�.　指定校推薦入試・附属特別推薦入試・準附属特別推薦入試では、高等学校長が提出した調査書等の書類に
より高等学校卒業レベルの基礎学力を評価し、口頭試問により各専門分野を学ぶ意欲と思考力、判断力、表
現力を評価します。

　6�.　スポーツ推薦入試では、高等学校長が提出した調査書等の書類により高等学校卒業レベルの基礎学力を評
価し、技能試験と口頭試問により当該スポーツ種目（硬式野球）に関する技能・実績と当該学科（経営ビジ
ネス学科）で学ぶ意欲を評価します。

　7�.　外国人留学生入試では、「日本留学試験」の日本語に加え、理科、数学コース 1、数学コース 2、総合科
目から志望学科で定める 1 科目（計 2 科目）試験を課すことにより基礎学力を評価し、口頭試問により専
門分野を学ぶ意欲と思考力、判断力、表現力を評価します。

　8�.　編入学試験では、大学はじめ出願資格に定める各種学校が発行した成績証明書等により専門分野に関す
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本学志願時に出願書類に記入いただいた住所、氏名その他個人情報は、
１．受験票、合格通知および入学手続書類発送
２．学生生活を始めるのに必要な情報の提供
３．個人を特定しない各種統計資料作成
４．在留資格認定証明書交付申請（大学代理申請）
を行うためにのみ利用いたします。
上記１～４の作業は、場合により本学から当該業務の委託を受けた業者（以下、「委託業者」といいま
す）において行うことがあります。
業務委託にあたり、記入いただいた個人情報の全部または一部を委託業者に提供することがあります
が、上記１～４にのみ利用し、委託業務を超えた利用はありません。
予めご了承ください。

個人情報の保護

る科目の修得状況を評価し、さらに外国語もしくは数学（電気電子工学科）、及び編入志望学科が指定する
専門科目（無機化学、有機化学、生物化学・生物学、電気回路、構造力学、情報処理概論、経営学、会計学）
から 1 科目（計 2 科目）試験を課すことにより学力を評価し、口頭試問により各専門分野を学ぶ意欲と思
考力、判断力、表現力を評価します。
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1．募集学部・試験科目
　（1）募集人数：各学部とも若干名
　（2）選考方法：出願書類、日本留学試験（EJU）の成績、口頭試問結果を総合して合否を判定します。
　（3）利用できる日本留学試験（EJU）の成績：海外の2024年第2回または2025年度第1回

近畿大学における渡日前入学許可入学試験は、日本留学試験（EJU）を国外で受験した方を対象として行われ
るものです。

キ
ャ
ン
パ
ス

学　部 学科・専攻・コース

日本留学試験（EJU）科目
口頭
試問日本語

基礎学力科目
基礎学力科目�
出題言語総合

科目
数学
コース1

数学
コース2 理科

東
　
大
　
阪

法 法 律 学 科 〇�
（※1）

〇�
（※1） 日本語 〇

経 済
経 済 学 科

〇 〇 〇 日本語 〇国 際 経 済 学 科
総 合 経 済 政 策 学 科

理 工

理 学 科
数 学 コ ー ス

〇 〇 〇 日本語 〇

物 理 学 コ ー ス
化 学 コ ー ス

生 命 科 学 科
応 用 化 学 科
機 械 工 学 科
電 気 電 子 通 信 工 学 科
社 会 環 境 工 学 科
エ ネ ル ギ ー 物 質 学 科

建 築 建 築 学 科 〇 〇 〇 日本語 〇

文 芸

文
学
科

日本文学�
専　　攻

創 作・ 評 論 コ ー ス

〇�
（※2） 〇

日本語

〇
言 語・ 文 学 コ ー ス

英 語 英 米 文 学 専 攻 英語
文 化 ・ 歴 史 学 科

日本語
文 化 デ ザ イ ン 学 科

総 合 社 会

総 合 社 会 学 科

〇�
（※3）

どちらか選択�
（※3） 日本語 〇

社 会・ マ ス メ デ ィ ア 系 専 攻
心 理 系 専 攻
環 境・ ま ち づ く り 系 専 攻

国 際
国
際
学
科

グ ロ ー バ ル 専 攻
〇 〇 日本語 〇

東アジア専攻
中国語コース
韓国語コース

情 報 情 報 学 科 〇 〇 〇 日本語 〇

奈
　
良

農

農 業 生 産 科 学 科

〇 どちらか選択 〇 日本語 〇

水 産 学 科
応 用 生 命 化 学 科
食 品 栄 養 学 科
（ 管 理 栄 養 士 養 成 課 程 ）
環 境 管 理 学 科
生 物 機 能 科 学 科

和
　
歌
　
山

生 物 理 工

生 物 工 学 科

〇 〇�
（※4） 日本語 〇

遺 伝 子 工 学 科
食 品 安 全 工 学 科
生 命 情 報 工 学 科
人 間 環 境 デ ザ イ ン 工 学 科
医 用 工 学 科
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2．入試日程等

区分 インターネット出願および
検定料支払期間 出願書類受付期間 試験日（※1）

（オンライン口頭試問） 合格発表日

日本国外
居住者

2025年
8月25日（月）～
8月28日（木）

2025年
8月25日（月）～
9月１日（月） （必着）

2025年
10月11日（土）

2025年
11月7日（金）

※1　�入試予備日について：台風・雪・地震等による災害その他特別な事情により、上記に定めた期日に実施で
きず、または完了しなかった試験分については下記の試験予備日に実施します。この場合の合格発表日・
手続期間は改めて通知します。さらに予備日での実施が困難な場合も、改めて通知します。

※２　複数の志願先を選択することはできません。また、前期入試と同時出願はできません。
※３　出願資格について疑問のある場合は、出願開始日より1か月前までにお問い合わせください。

入学試験日 試験予備日

2025年 10月 11日（土） 2025年 10月 18日（土）

※1 �法学部は、日本留学試験において「日本語（記述を含む）」が320点以上、かつ「総合科目」が140点以上を出願資
格とする。

※2 �文芸学部の文学科、文化・歴史学科、文化デザイン学科は、日本留学試験「日本語」において聴解・聴読解 140 点以
上かつ記述 40 点以上で、総得点 330 点以上を出願資格とする。

※3 �総合社会学部は、日本留学試験「日本語（記述を含む）」において総得点 330 点以上、かつ「総合科目」または「数
学コース１」との合計点で 430 点以上を出願資格とする。

※4� 生物理工学部の理科は1科目の成績を選択
※5 �工学部は、日本留学試験において「日本語（記述を含む）（450 点満点 ）」が 250 点以上、「数学コース 2（200 点

満点 ）」が 100 点以上、「理科（200点満点 ）」が 100 点以上を出願資格とする。

キ
ャ
ン
パ
ス

学　部 学科・専攻・コース

日本留学試験（EJU）科目
口頭
試問日本語

基礎学力科目
基礎学力科目�
出題言語総合

科目
数学
コース1

数学
コース2 理科

広
　
島

工

化 学 生 命 工 学 科

〇�
（※5）

〇�
（※5）

〇�
（※5） 日本語 〇

機 械 工 学 科
ロ ボ テ ィ ク ス 学 科
電 子 情 報 工 学 科
情 報 学 科
建 築 学 科

福
　
岡

産 業 理 工

生 物 環 境 化 学 科

〇

〇

日本語 〇
電 気 電 子 工 学 科 〇
建 築・ デ ザ イ ン 学 科 〇
情 報 学 科 どちらか選択
経 営 ビ ジ ネ ス 学 科 どちらか選択
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3．出願資格
　（1）外国籍を有する者
　（2）下記①～③のいずれかを満たす者
　　　①�外国に所在する学校で所在国・地域の法令に基づく正規の学校教育における12年目の課程を修了した

者または2026年 3月までに修了見込の者
　　　②�外国において、12年の課程修了相当の学力認定試験に合格した者で2026年 3月 31日までに18

歳に達する者
　　　③本学が上記①、②と同等以上の資格を有すると認定した者
　（3）�入学後に在留資格「留学」を取得できる者
　（4）��日本学生支援機構（JASSO）が実施する日本留学試験（EJU）において、各学部が定める科目を下記の

実施回にて海外で受験し、出願時に日本国外に居住している者
　　　〈渡日前〉2024年第2回または2025年度第1回
　　　※�法学部は、日本留学試験（EJU）において「日本語（記述を含む）」が320点以上、かつ「総合科目」

が140点以上を出願資格とする。
　　　※�文芸学部の文学科、文化・歴史学科、文化デザイン学科は、日本留学試験（EJU）「日本語」において、

聴解・聴読解140点以上かつ記述40点以上で、総得点330点以上を出願資格とする。
　　　※�総合社会学部は、日本留学試験（EJU）「日本語（記述を含む）」において総得点330点以上、かつ

「総合科目」または「数学コース1」との合計点で430点以上を出願資格とする。
　　　※�工学部は、日本留学試験（EJU）において「日本語（記述を含む）(450点満点 )」が 250点以上、

「数学コース2(200点満点 )」が100点以上、「理科 (200点満点 )」が100点以上を出願資格とする。
 （5）�理工学部、建築学部、文芸学部文学科英語英米文学専攻、情報学部、農学部においては、指定の英語能

力証明書を提出できる者。

　※�国際学部の課程は、グローバル専攻は英語、東アジア専攻中国語コースは中国語、東アジア専攻韓国語コー
スは韓国語を第二言語として修得することを目指すものです。各言語の母語話者やそれに近い言語運用能力
をお持ちの方を対象とした課程ではないためご注意ください。

4．出願手続
　（1）出願方法
　　　�インターネット出願ページにアクセスし、出願情報を登録後、入学検定料を支払い、出願書類一式を�

グローバルエデュケーションセンターまで国際宅急便（DHL、OCS等）を利用し迅速に届く方法で送付
してください。

　（2）入学検定料
　　　�32,000円　　＊ただし、産業理工学部は29,000円
　　　�入学検定料の支払い方法については、下記のWEBサイトにアクセスし、「出願する」のバナーをクリック

してください。『インターネット出願トップ画面』の “ 入学検定料の支払い方法について ”をご確認いただ
き、クレジットカードでお支払ください。

　　　（https://www.kindai.ac.jp/campus-life/international-exchange/foreign-student/exam/）
　　　�一度納入された入学検定料は、返還いたしません。
　　　　 
　（3）注意
　　　�※１　グローバルエデュケーションセンターへの直接持ち込みは一切受け付けません。
　　　�※２　�入学検定料が期間内に支払われていても、出願書類一式が受付期間に届かない場合や本要項に記載

する要件を満たさない場合は、出願を受理しません。
　　　�※ 3　�出願書類受付期間後に到着した出願については、郵便事情の不具合等の出願者に責任がない場合で

あっても受理しません。
　　　�※４　郵送上のトラブルで書類の未着や遅配が発生した場合でも、本学では一切責任を負いません。
　　　�※５　�一度提出された出願書類は、出願が受理されなかった場合も含めて返還できません（手続の記録と

して一定期間保管のうえ、適切に廃棄します。）。
　　　�※６　出願後のお問い合わせについては、お答えできない場合があります。
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5．出願書類
＊各書類にはパスポートの氏名が記入されていること。
＊提出書類、提出内容に虚偽が発覚した場合は受験、入学を認めません。

提　出　書　類 注　意　事　項

① 出願確認票 インターネット出願登録完了後に印刷

② 入学願書
下記URLよりダウンロードし、黒のボールペンで記入
https://www.kindai.ac.jp/campus-life/international-exchange/
foreign-student/exam/

③ パスポートのコピー 有効期限内のもので、氏名、生年月日、国籍、顔写真が確認できるページ

④ �日本留学試験（EJU）
成績確認書

2024年第2回または2025年第1回
●�成績通知書のコピー（A4用紙縦向き）でも可。

⑤

下記いずれか該当する書類

【中国に所在する学校にて12年目
の課程（※）を修了の方、または中
国における学力認定試験（会考）に
合格の方（香港、マカオ除く）】
指定のCHSI 証明書

※�「12 年目の課程」とは、「学校
の所在国・地域の法令に基づく正
規の学校教育における12年目の
課程」を指します。
※�証明書の発行は CHSI（https://
www.chsi.com.cn/） ま た は
CHSI 日 本 代 理 機 構（http://
www.chsi.jp/）から申請できます。

下記①②③いずれかのCHSI 証明書
①�高校の学歴を証明する、CHSIが発行する「Verification Report of China 
Secondary Education Qualification Certificate」（英語版）

② �5 年一貫制の専科大学の、12 年目の課程を含む学歴を証明する、
CHSI が発行する「Verification Report of China Higher Education 
Qualification Certificate」（英語版）

③�会考の合格を証明する、CHSIが発行する「Verification Report of China�
High School Academic Proficiency Test(Huikao) Results」（英語版）
●PDFを印刷したものまたは原本のコピー（どちらも白黒で可）
●�いずれも一般的な状況での修了や合格を想定したものです。指定の証明
書であればどのような内容でもすべて受理するとは限りません。疑問の
ある場合は出願の1か月前までにお問い合わせください。
●学校が発行したものは受理できません。

【中国以外に所在する学校にて 12
年目の課程（※）を修了（見込）の
方（香港、マカオ含む）】
12年目の課程の修了（見込）を証
明する書類

※�「12 年目の課程」とは、「学校
の所在国・地域の法令に基づく正
規の学校教育における12年目の
課程」を指します。

12年目の課程の学校が発行したもの、またはそれに対する役所発行の原本証明
●一般的には高校の卒業証明書。
●�原則として英語または日本語のもので、それ以外の場合は補足書類とし
て公的機関、翻訳会社、日本語学校のいずれかで作成または証明された
英語訳または日本語訳を添付すること。

【中国以外における学力認定試験に
合格の方（香港、マカオ含む）】
学力認定試験の合格証明書

○当該学部のみ必要な出願書類
　理工学部・建築学部・文芸学部文学科英語英米文学専攻・情報学部・農学部

提　出　書　類 注　意　事　項

TOEFLR成績 出願開始日より２年以内に受験したもの。コピーでも可。
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３．出願
　�「インターネット出願トップ画面」の「試験日程一覧（出願情報の登録）」から出願する試験制度の下に
ある「出願する」ボタンをクリックし、「UCARO」ログインしてください。（会員登録が未登録の方は、
【UCARO 会員登録】の手順で登録してください。）
　ログイン後、①志望情報入力→②個人情報入力の順番に入力してください。

　※�登録されたメールアドレスに出願登録完了や入金完了の通知メール等を送信します。
　　確実に受信いただくために、必ずドメイン（@ucaro.net、@ucaro.jp）の受信設定をご確認ください。
　※確認メールが迷惑メールフォルダなどに振り分けられる場合がありますので、注意してください。

１．事前準備
 　必要書類は、発行に時間がかかる場合がありますので、できるだけ出願前に準備をしてください。

２．インターネット出願ページにアクセス
　�検索サイトから ｢近大外国人留学生｣ で検索､ または直接､ 以下のURLから近畿大学外国人留学生入
試情報サイトにアクセスし､ ｢出願する｣ のバナーをクリックしてください。
　　　https://www.kindai.ac.jp/campus-life/international-exchange/foreign-student/exam/
　�最初に、『インターネット出願トップ画面』の〝出願の流れ（このサイトの使い方）″を必ずよく読んでく
ださい。

6．出願の流れ
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４．入学検定料の支払い
　�『出願登録完了画面』から［決済方法を選択する］ボタンを押して『決済方法選択画面』へ進みます。
　�"クレジットカードで支払う " を選択して［決済サイトに進む］ボタンを押し、画面の案内に従ってお支
払いください。
　※入学検定料の他に手数料が必要です。

クレジットカード

以下のロゴマークがあるクレジットカードで支払うことができます。

本人確認のため、クレジットカードに記載されている情報を入力しますので、出願前にクレジットカードを準備して
ください。
支払い方法は一括払いのみです。クレジットカードの利用限度額を確認した上で利用してください。

出願登録完了画面を開く
［クレジットカードで支払う］を選択
画面の案内にしたがい、クレジットカードの情報を入力する

以下の支払い可能金融機関でPay-easyマークの付いているATMで支払うことが
できます。1回の出願につき、現金では10万円未満、キャッシュカードでは
100万円未満の支払いが可能です。
（利用可能な金融機関の一例）
・ゆうちょ銀行 ・三菱東京UFJ銀行
・みずほ銀行 ・三井住友銀行
・りそな銀行/埼玉りそな銀行

■支払い可能金融機関は下記ページの「ATM利用可能一覧」を確認してください。
　http://www.well-net.jp/multi/financial_list/index.html

＜支払手順＞

都市銀行、地方銀行、信用金庫、信用組合、労働金庫、農協、漁協などのネット
バンキングを利用することができます。事前に金融機関にて申し込みが必要です。
また、楽天銀行、ジャパンネット銀行、じぶん銀行、住信ＳＢＩネット銀行でも
支払うことができます。事前に金融機関にて口座の開設が必要です。

＜支払手順＞

以下のロゴマークがあるクレジットカードで支払うことができます。

本人確認のため、クレジットカードに記載されている情報を入力しますので、出願前
にクレジットカードを準備してください。支払い方法は一括払いのみです。
クレジットカードの利用限度額を確認した上で利用してください。

＜支払手順＞

②金融機関ATM 【Pay-easy】

③ネットバンキング

④クレジットカード

「税金・料金払込み」又は「 」を選択

「収納機関番号」「お客様番号」「確認番号」を入力

現金またはキャッシュカードを選択して、入学検定料を支払う

出願登録完了画面を開く

ネットバンキングでの支払いに進む ボタンを押す

ネットバンキングの契約をしている金融機関を選択し、ログインする

出願登録完了画面を開く

クレジットカードでの支払いに進む ボタンを押す

画面の案内にしたがい、クレジットカードの情報を入力する

　＜支払手順＞

注意：登録完了後、検定料を支払い、出願書類を郵送することで出願が完了します。

５．出願書類の郵送
　登録完了画面から「宛名ラベル」を印刷して封筒に貼付し、出願書類一式を「宛名ラベル」に記載の
住所（グローバルエデュケーションセンター）まで下記のとおり郵送してください。
　
　　国際宅急便（DHL、OCS 等）で郵送し、出願期間内に到着させてください。
　　Mailing address: 3-4-1 Kowakae Higashiosaka
　　Osaka 577-8502 Japan
　　Global Education Center, Kindai University
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入学手続期間 入学手続金納入方法

第一次入学手続
2025年
11月 7日（金）～11月26日（水）

第二次入学手続
2025年11月 7日（金）～
2026年  1月14日（水）

入学手続書類に納入金額および納入方法に関する詳細な案内を
同封します。

10．入学辞退
　本学所定の入学手続を完了された後に、やむを得ない理由により入学を辞退される方について、所定の入学辞
退手続を完了された場合に限り、入学金を除く学費等を返還いたします。手続方法につきましては、「入学手続
マニュアル」をご確認下さい。
　（注１）�日本国外居住者で在留資格認定証明書が交付されなかった場合、学費等（入学金含む）を返還します。�

また在留資格認定証明書を取得したにもかかわらず、日本への入国ができない場合は、入学金を除く�
学費等を返還します。

　（注２）�締切後は受付できません。

11．学費等
　下記HPをご参照ください。
　https://www.kindai.ac.jp/campus-life/tuition-scholarships/tuition/
　※入学年度の情報が未更新の場合もありますが、ご了承ください。

8．合格発表
　UCARO「合否照会」で公開……合格発表日00：00～
　※合格者には合格通知書とともに入学手続きに必要な書類一式を郵送します。
　※合否等についての電話、郵便等によるお問い合わせには一切応じません。

9．入学手続
　（1）入学手続方法
　　　入学手続の詳細は、合格通知書と同封の書類を参照してください。
　（2）入学手続日程

7．受験票
　電子メールにて、試験日の約１週間前に受験票（電子媒体）のダウンロード先をお伝えします。受験票を印刷
の上、試験（オンライン口頭試問）を受けてください。
　試験日の3日前までにメールが届かない場合は、グルーバルエデュケーションセンターまでお問い合わせください。
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12．2025 年度渡日前入学許可入学試験結果表
� （単位：人）
学部 学科（専攻） コース 出 願 受験 合格
法 法 律 3 2 1

経 済

経 済 1 1 0
国 際 経 済 0 0 0
総 合 経 済 政 策 1 1 1

計 2 2 1

理 工

理
数 0 0 0
物 0 0 0
化 0 0 0

生 命 科 0 0 0
応 用 化 0 0 0
機 械 工 0 0 0
電 気 電 子 通 信 工 0 0 0
社 会 環 境 工 0 0 0
エ ネ ル ギ ー 物 質 0 0 0

計 0 0 0
建 築 建 築 0 0 0

文 芸

文
日 文（ 創 作・ 評 論 ） 1 1 1
日 文（ 言 語・ 文 学 ） 1 1 1
英 語 英 米 文 学 0 0 0

文 化 ・ 歴 史 2 2 1
文 化 デ ザ イ ン 0 0 0

計 4 4 3

総合社会

社会・マスメディア系専攻 3 3 0
心 理 系 専 攻 2 2 1
環 境・ ま ち づ く り 系 専 攻 1 1 1

計 6 6 2

国 際

グ ロ ー バ ル 専 攻 1 1 0

東 ア ジ ア 専 攻 中 国 語 0 0 0
韓 国 語 0 0 0

計 1 1 0
情 報 情 報 0 0 0

農

農 業 生 産 科 0 0 0
水 産 0 0 0
応 用 生 命 化 0 0 0
食 品 栄 養 0 0 0
環 境 管 理 0 0 0
生 物 機 能 科 0 0 0

計 0 0 0

生物理工

生 物 工 0 0 0
遺 伝 子 工 0 0 0
食 品 安 全 工 0 0 0
生 命 情 報 工 1 1 1
人 間 環 境 デ ザ イ ン 工 0 0 0
医 用 工 1 1 1

計 2 2 2

工

化 学 生 命 工 0 0 0
機 械 工 0 0 0
ロ ボ テ ィ ク ス 0 0 0
電 子 情 報 工 2 2 0
情 報 0 0 0
建 築 0 0 0

計 2 2 0

産業理工

生 物 環 境 化 1 1 1
電 気 電 子 工 0 0 0
建 築 ・ デ ザ イ ン 0 0 0
情 報 1 1 1
経 営 ビ ジ ネ ス 0 0 0

計 2 2 2
学部合計 22 21 11
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13．在留資格認定証明書の申請について（出願前に必ずお読みください）
　�　2026（令和8）年度【学部】外国人留学生入学試験要項のP.28「16. 在留資格認定証明書の申請につい
て」を参照してください。

グローバルエデュケーションセンター TEL (06) 4307-3081 isc@itp.kindai.ac.jp

法学部学生センター TEL（06）4307-3041 hou-kym@itp.kindai.ac.jp

経済学部学生センター TEL（06）4307-3043 keizai-kym@itp.kindai.ac.jp

理工学部学生センター TEL（06）4307-3047 rikoh-kym@itp.kindai.ac.jp

建築学部学生センター TEL（06）4307-3057 kenchiku@itp.kindai.ac.jp

文芸学部学生センター TEL（06）4307-3061 bun-kym@itp.kindai.ac.jp

総合社会学部学生センター TEL（06）4307-3062 sougousyakai@itp.kindai.ac.jp

国際学部学生センター TEL（06）4307-3104 kokusai@itp.kindai.ac.jp

情報学部学生センター TEL（06）4307-3116 info-f@itp.kindai.ac.jp

奈良キャンパス学生センター TEL（0742）43-1849 nj_kyomu@nara.kindai.ac.jp

和歌山キャンパス学生センター TEL（0736）77-3888 bost-kym@waka.kindai.ac.jp

広島キャンパス学生センター TEL（082）434-7007 gakusei@hiro.kindai.ac.jp

福岡キャンパス学生センター TEL（0948）22-5655 kym@fuk.kindai.ac.jp

14. お問い合わせ先
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